
 

https://readyfor.jp/projects/orhps1 から 

 
今回修復をするスユ 15（郵便護送車：写真左）、ヨ（車掌車：写真右上）、ワフ（有蓋緩急車：写真右下） 



昭和 23 年の北見機関区（左）、常呂の鉄山（右上：ところ通信１９８９～１９９９より）、温根湯森林鉄道（右下） 

 

 オホーツクの鉄道は明治４４年の鐵道院網走線の開通にはじまり、それに続く国鉄各線、７つの森林鉄

道、更には鉱山軌道や植民軌道など２５の鉄道軌道がオホーツク中をかけめぐりました。鉄道や軌道は文

字通りオホーツクの開拓と近代化の牽引車でした。そこに産業が起きオホーツクの町々が出来上がったの

です。 

 原生林を伐り開いての鉄道建設には過酷な労働と疫病の発生が伴い、多くの苦難や悲劇が生まれまし

た。しかしその困難の結果出来上がった鉄道は、産業や経済を牽引するだけではなく、人々の日々の生活

にも深く係り、誇りとなりそして愛されたのでした。 

 私たちの地元北見市には二つの記念館があります。それはいずれもオホーツクの近代化の歴史を今に伝

えるものです。一つはキリスト教の宣教師として社会や文化の近代化に腐心したピアソン夫妻の業績を伝

える「ピアソン記念館」（北海道遺産）。もう一つは生産量世界一を誇り、地域の農業と経済に隆盛をも

たらしたハッカ蒸留工場の事務所「ハッカ記念館」（近代化産業遺産）です。 

この二つの記念館に対して、私たちがめざす「オホーツク鉄道歴史記念館」が伝えるものは、鉄道・軌

道を動かし、森林を伐採し、鉱山を掘り進んだ人々の労働のスペクタクル。そしてこれらの人々に係り、

あるいはこれを取り囲んだ人々の悲喜交々のドラマです。私たちは、それぞれに視点の違う３つの記念館

が揃うことによってこそ、オホーツクの開拓と近代化の真の姿が生々しく甦るのだと考えています。 


